
6月8日(土)
『越後奥三面 -山に生かされた日々 -デジタルリマスター版』

10:00～

6月8日(土) 13:10～

監督：姫田忠義

1981年から、奥三面地域での記録が始まった       。新潟県岩船郡朝日村三面。狩猟
採取生活を持続する集落として民俗学で有名な地域。そこが県営ダム建設により
湖底に沈む。平家の落人伝説を持ち、縄文時代の遺跡も残る歴史の古い集落。
三万ヘクタールの朝日連峰地域での自然に見事に対応した奥三面の人々の生活
を四季を通じて追い、閉村を前にした人々の想いをつづった記録。戸数42戸の集
落の一軒の空き家を借り受け、畑を借り、ゆっくりと人々の関わり見つめる。
「生活誌」を記録する民族文化映像研究所の代表作品。

B
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Program6月7日(金)

『 W I L L 』                       2024年/140分

16:30～

監督・撮影・編集：エリザベス宮地
プロデューサー：高根順次
音楽・出演：MOROHA

Guest Talk

ただ、生きるために―
俳優・東出昌大は猟銃を持ち、山へ向かった。水道もガスもない状態での暮らし。
狩猟で獲た鹿やイノシシを食べ     、地元の人々 と触れ合う日々 は、彼に何をもたらしたのか ―― 。
なぜ俳優である東出昌大が狩猟をしているのか。彼が狩猟をして生命を頂き、生きな
がらえる生命とは何なのか――。本作は、根底にある気持ちの混沌、矛盾、葛藤を抱
える東出昌大という一人の人間と、MOROHAが発する渾身の言葉とすさまじい熱量
が重なり合い、東出自身が問い続けている日々 を生 し々くスクリーンに映し出していく。

上映予定作品

A
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6月8日(土) 17:00～

6月8日(土) 花の盛りの懇親会

『元文部官僚 寺脇研セレクト』『姫田忠義特集』

『姫田忠義特集』

D
Program

6月9日(日)

6月9日(日)

E
Program

2023年/53分 『おまえの親になったるで』『走れ！走れ走れメロス』 2024年/ 95分

10:00～

まち歩き＆トーク　10:15～

監督：折口慎一郎

地元の青年団による屋台の出店や催しを行います。
『ムラ祭』のような懇親会です。
地元の神楽や、恒例の『花の御礼』などゴチャ混ぜの懇親会です。
どなたでもご参加ください。お待ちしております。
協力：ゆふいん神楽保存会・新町青年会・温湯組若衆・商工会青年部

※ 懇親会は、ご自由に参加できます。

  『花の盛りの懇親会』 〈会場：乙丸公民館〉

由布院駅
〈由布院駅より徒歩 3 分〉

カバーデザインアーティスト紹介

『走れ！走れ走れメロス』は、新型コロナウイルス感染症対策が       求められていた2021年夏か
ら翌年春にかけて、島根県雲南市の島根県立三刀屋高校掛合分校演劇同好会の男子高校
生4人を追ったドキュメンタリー。主要スタッフは6人とごく少人数で取り組まれた本作は、演劇
の大会に挑戦する山奥の高校生の記録としてスタートしたものの、コロナ禍の高校生が直面
した日常、劣等感や羨望、夢中になれる存在がもたらした人間的成長など、多層的なテーマ
を内包することとなった。下北沢映画祭で四冠を受賞したほか、全国各地の映画祭で受賞を
重ね、下北沢で劇場公開を果たした。都内上映にとどまらず、京都、大阪、兵庫、広島、島根
、宮崎で上映されたほか、全国各地で有志上映会が開かれるなど上映の輪が広がっている。

被害者遺族でありながら、元犯罪者を雇う大阪の建設会社社長。裏切られる
ことは日常茶飯事、それでも手を差し伸べることを諦めない。加害者と被害者
の間で揺れながら、更生を支え続ける男性に10年にわたって密着。テレビ作
品として坂田記念ジャーナリズム賞等受賞。新たに、700時間以上に及ぶ映
像記録を再編集し、社会問題に迫るドキュメンタリーとして映画化。再犯防止
を目的に全国の刑務所・少年院で上映中の話題作を、本映画祭にて公開。

劇団一級河川(島根）
『葉桜と魔笛』
原作：太宰治　脚本・演出：亀尾佳宏
出演：勝部瑞穂/堀江優純菜/曽田昇吾

Guest Talk

6月9日(日)G
Program
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13:30～

監督：折口慎一郎監督：北岸良枝
『メロスたち』 2023年/76分

また いつか 会おう

島根の小さな分校で『演劇』と出会った男子高校生 4人
始まりから終わりまで追ったドキュメンタリー

曽田昇吾　常松博樹　石飛圭祐　佐藤隆聖  ／  亀尾佳宏
監督・編集 折口慎一郎

音楽：小林有希子｜主題歌：「音楽をしよう」（作詞/作曲/歌：矢田太朗）｜挿入曲：掛合高校学園歌（作詞：春日正光/作曲：小林昭三）
劇中原作：中島敦「山月記」、太宰治「走れメロス」｜撮影：ふしきさくら、熱田優雅｜編集：ふしきさくら｜宣伝美術：鈴木規子

協力：石原ちみ、糸川悠介、島根県立三刀屋高等学校掛合分校、雲南市木次経済文化会館チェリヴァホール、
劇団一級河川、下北沢トリウッド、下北沢映画祭実行委員会、川嶋みらい文化芸術財団

企画：プロダクション26｜配給・宣伝：下北沢映画祭｜配給協力：イハフィルムズ

『メロスたち』は『走れ！走れ走れメロス』の続編にあたり、3年生になった演劇同
好会の4人を追ったドキュメンタリー。高校卒業を目前に控えた彼らは、孤独や葛
藤、焦燥を抱えながらも、それぞれの道を選び取ってゆく。前作撮影当時はまだ少
年の空気感を纏っていた彼らの、みるみる変化している姿を収めた。前作のロケ
地でもあった島根県雲南市、東京都下北沢のほか、山口県下関市や広島県広島
市などでも撮影が行われ、のびのびと活躍する高校生の姿が映し出された。第15
回下北沢映画祭でワールドプレミア上映が行われた後、大幅なシーンの追加や
削除、アヴァンタイトルとラストシーンの変更がなされ、劇場公開を迎えた。

折口慎一郎 / 亀尾佳宏 / 曽田昇吾
Guest Talk

エリザベス宮地
アフロ（MOROHA）

『イヨマンテ-熊送り』   　　 1977年/103分
監督：姫田忠義

1977年に、このイヨマンテは記録された。イヨマンテのイは「それを」オマンテは「返
す」のアイヌ語。熊の魂を神の国へ送り返すまつりを言う。熊は重要な狩猟対象である
と共に、神であり、親しみと畏敬の対象であった       。熊は神の国から毛皮の着物を着て
、肉の食べ物を背負い、熊の胆という万病の薬を持って、アイヌつまり人間の世界へ
来てくれる。そのお礼に人間界のお土産を持たせ、また来て下さいと送り返す。イヨマ
ンテはアイヌの自然観、生命感が凝縮したまつりである。生命体としての人と熊の対
峙。そこには人間の信仰、文化の原初への啓示がある。

映画上映後出演者による演劇上演

姫田蘭
小原信之
澤幡正範

Guest Talk
会場：ラックホール3F小ホール

6月9日(日) 16:30～
『ハマのドン』 　
H
Program

監督：松原文枝　企画：テレビ朝日
協力：公益財団民間放送教育協会
プロデューサー：江口英明(テレビ朝日)
雪竹弘一(民教協)ナレーション：リリーフランキー　
制作：テレビ朝日　配給：大秦 

カジノ誘致阻止に向けて決戦の場となった横浜市長選    。“ハマのドン”こと藤木
幸夫が、御年91歳で人生最後の闘いに打って出る！2019年8月、歴代総理経
験者や自民党幹部、山口組三代目ともつながりがあり、隠然たる政治力をもつと
される保守の重鎮、藤木幸夫がカジノを推し進める政権中枢に対して真向から
反旗を翻した。藤木が賭けたのは住民投票を求める署名を法定数の3倍をも
集めた市民の力。本来の“保守”とは何か、人心を動かすとはどういうことか、社
会のありよう、メディアの在り方、民主主義とは何かを問いかける。

©テレビ朝日

Guest Talk
松原文枝
寺脇研

19:00～

話し手：小林道夫さん・中谷健太郎さん

『まち歩き＆アーカイブ・トーク』
会場：父の本棚（庄屋）
（定員20名¥1,000)

ラックホール受付前集合～会場(父の本棚)までテクテク歩いて行きます。

(要予約　tel:080-3906-4424)

『空を描きたい』
日本画の中では多くの作品が空や雲を表現しており、源氏時代屏風では金雲を描くことで
時の流れや天との関わりを表現してきました。また、浮世絵においても高い人気を誇る画題
のひとつの『名所絵』にも様 な々表現で空が描かれています。この名所絵は、日本各地の風
光明媚な景色を描いたもので、江戸時代の旅行ブームがきっかけとされています。
太陽のの光で色を変え続ける青空をオリジナルの金箔で表現し、金箔は見る位置によって
光り方が変わります。形を変えて光を通す、まるで生きているかのような雲は、点の集合として
版画で表現しました。空を舞う青は、紙吹雪ではなく『空吹雪』で、新たな始まりを祝います。

オーストラリア、ニューヨーク、ロンドンに単身留学。2018年から東京
を拠点にアーティストとして活動を開始。豊富な修学経験から、彫刻
や絵画などの美術作品の他、空間デザイン、衣装、広告、プロダクトデ
ザインなど幅広く活躍。100%アクリルでの具のみで金屏風を発表する
など、母国・日本の文化的な歴史を再考しながら、現代における新しい
表現の拡張に傾注。

1984年 / 2023年/145分

©民族文化映像研究所

©民族文化映像研究所

2023年/日本/DCP/100分

北岸良枝/草刈健太郎


